
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】植物性有機廃棄物の炭化物および酢液を得た上

で、植物性有機廃棄物の乾留時に発生する可燃性ガスを

再利用し、当該ガスを主燃料として他のエネルギーに変

換する。

【解決手段】植物性有機廃棄物を炭化炉１で乾留させて

その炭化物９Ａおよび酢液９Ｂを得ながら、発電システ

ム２において乾留時に発生する可燃性ガスを主燃料とし

て電気エネルギーを発生させ、ボイラーシステム３にお

いて可燃性ガスを主燃料として発生した熱エネルギーに

より温水又は蒸気を発生させる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
植 物 性 有 機 廃 棄 物 を 乾 留 さ せ て そ の 炭 化 物 お よ び 酢 液 を 得 る た め の 炭 化 炉 と 、 当 該 炭 化 炉
に お け る 乾 留 時 に 発 生 す る 可 燃 性 ガ ス を 主 燃 料 と し て 他 の エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る 変 換 装 置
と を 含 む 植 物 性 有 機 廃 棄 物 炭 化 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
変 換 装 置 が 可 燃 性 ガ ス を 乾 留 さ せ て 電 気 エ ネ ル ギ ー を 発 生 さ せ る 発 電 装 置 ま た は ／ お よ び
変 換 装 置 が 可 燃 性 ガ ス を 燃 焼 さ せ て 熱 エ ネ ル ギ ー を 発 生 さ せ る 熱 発 生 装 置 で あ る 請 求 項 １
に 記 載 の 植 物 性 有 機 廃 棄 物 炭 化 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
発 電 装 置 は 可 燃 性 ガ ス の 燃 焼 時 に 熱 エ ネ ル ギ ー を 発 生 さ せ る 請 求 項 ２ に 記 載 の 植 物 性 有 機
廃 棄 物 炭 化 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
発 電 装 置 と 熱 発 生 装 置 を 含 む 植 物 性 有 機 廃 棄 物 用 炭 化 シ ス テ ム で あ っ て 、 可 燃 性 ガ ス に 含
ま れ る タ ー ル 分 お よ び 酢 液 中 に 含 ま れ る タ ー ル 分 を 抽 出 し 、 当 該 タ ー ル 分 を 熱 発 生 装 置 の
他 の 燃 料 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ に 記 載 の 植 物 性 有 機 廃 棄 物 炭 化
シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 植 物 性 有 機 廃 棄 物 の 炭 化 シ ス テ ム に 関 し 、 詳 し く は 、 植 物 性 有 機 廃 棄 物 を 乾 留
し て 炭 化 物 と 酢 液 を 得 る と き に 発 生 す る 可 燃 性 ガ ス を 再 利 用 し て 、 当 該 ガ ス を 他 の エ ネ ル
ギ ー に 変 換 す る 植 物 性 有 機 廃 棄 物 炭 化 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 】
植 物 性 有 機 廃 棄 物 を 乾 留 し て 炭 化 し 、 そ の 炭 化 物 お よ び 酢 液 を 得 る た め の 製 造 装 置 は 既 に
提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 公 平 ７ － １ ０ ３ ３ ７ ５ 号 公 報 （ 〔 ０ ０ ０ ６ 〕 、 〔 図 ３ 〕 お よ び 〔 図 ５ 〕 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 前 記 公 報 で 提 案 さ れ て い る 装 置 で は 、 植 物 性 有 機 廃 棄 物 の 乾 留 時 に 可 燃 性 ガ ス
が 発 生 し 、 当 該 ガ ス の す べ て を 二 次 燃 焼 さ せ て 大 気 中 に 放 出 し て い る 。
本 願 発 明 者 は 、 こ の 可 燃 性 ガ ス に 着 目 し 、 鋭 意 研 究 の 結 果 本 願 発 明 に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 願 発 明 は 、 植 物 性 有 機 廃 棄 物 の 炭 化 物 お よ び 酢 液 を 得 た 上 で 、 植 物 性 有 機 廃 棄 物 の 乾 留
時 に 発 生 す る 可 燃 性 ガ ス を 再 利 用 し 、 当 該 ガ ス を 主 燃 料 と し て 他 の エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る
こ と を 課 題 と し 、 こ の 課 題 を 達 成 し た 植 物 性 有 機 廃 棄 物 炭 化 シ ス テ ム の 提 供 を 目 的 と す る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 下 記 の 技 術 的 手 段 を 採 用 し た 。
そ の 技 術 的 手 段 は 、 植 物 性 有 機 廃 棄 物 を 乾 留 さ せ て そ の 炭 化 物 お よ び 酢 液 を 得 る た め の 炭
化 炉 と 、 当 該 炭 化 炉 に お け る 乾 留 時 に 発 生 す る 可 燃 性 ガ ス を 主 燃 料 と し て 他 の エ ネ ル ギ ー
に 変 換 す る 変 換 装 置 と を 含 む 植 物 性 有 機 廃 棄 物 炭 化 シ ス テ ム に し た こ と で あ る 。 （ 請 求 項
１ ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 で い う 植 物 性 有 機 廃 棄 物 と は 、 例 え ば 、 籾 殻 や 麦 殻 さ ら に は そ ば 殻 等 の 穀 物 系 の 有
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機 廃 棄 物 、 ま た は 、 お が 屑 、 木 材 樹 皮 、 木 材 チ ッ プ 等 の 木 質 系 有 機 廃 棄 物 が 例 示 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
変 換 装 置 を 具 体 的 に 例 示 す る と 、 可 燃 性 ガ ス を 燃 焼 さ せ て 電 気 エ ネ ル ギ ー を 発 生 さ せ る 発
電 装 置 や 可 燃 性 ガ ス を 燃 焼 さ せ て 熱 エ ネ ル ギ ー を 発 生 さ せ る 熱 発 生 装 置 で あ る 。 （ 請 求 項
２ ）
発 電 装 置 は 、 例 え ば 、 可 燃 性 ガ ス の 燃 焼 に よ り 作 動 す る エ ン ジ ン を 備 え た 周 知 の 発 電 装 置
を 使 用 す る こ と が で き る 。
熱 発 生 装 置 は 、 例 え ば 、 可 燃 ガ ス の 燃 焼 時 の 排 気 熱 で 温 水 や 蒸 気 を 発 生 さ せ る ボ イ ラ ー の
熱 エ ネ ル ギ ー と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
前 記 の 発 電 装 置 を 用 い た 場 合 、 エ ン ジ ン か ら は 可 燃 ガ ス の 燃 焼 で 高 温 の 排 気 ガ ス が 排 出 さ
れ 、 こ の 排 気 熱 を 前 記 ボ イ ラ ー の 熱 エ ネ ル ギ ー と す る こ と が で き る 。
本 発 明 で は 、 こ の 高 温 の 排 気 ガ ス を 可 燃 性 ガ ス の 燃 焼 時 に 発 生 す る 熱 エ ネ ル ギ ー と す る 。
（ 請 求 項 ３ ）
前 記 発 電 装 置 と 熱 発 生 装 置 を 含 む 植 物 性 有 機 廃 棄 物 用 炭 化 シ ス テ ム で あ る 場 合 、 可 燃 性 ガ
ス に 含 ま れ る タ ー ル 分 お よ び 酢 液 中 に 含 ま れ る タ ー ル 分 を 抽 出 し 、 当 該 タ ー ル 分 を 熱 発 生
装 置 の 他 の 燃 料 と す る こ と が で き る 。 （ 請 求 項 ４ ）
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 炭 化 炉 で 植 物 性 有 機 廃 棄 物 を 乾 留 さ せ て 炭 化 物 と 酢 液 を 得 な が ら 、 乾 留
時 に 生 じ る 可 燃 性 ガ ス を 電 気 エ ネ ル ギ ー や 熱 エ ネ ル ギ ー 等 の 他 の エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る こ
と が で き る 。
変 換 さ れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー は 、 各 電 気 器 具 の 電 気 エ ネ ル ギ ー と し て 利 用 す る こ と が で き 、
変 換 さ れ た 熱 エ ネ ル ギ ー は 、 例 え ば 、 ボ イ ラ ー の 熱 源 と し て 利 用 さ れ 、 そ の ボ イ ラ ー で 発
生 し た 温 水 や 蒸 気 を 、 暖 房 や 乾 燥 ま た は 融 雪 等 に 利 用 す る こ と が で き る 。
つ ま り 、 本 発 明 の 植 物 性 有 機 廃 棄 物 用 炭 化 シ ス テ ム は 、 土 壌 改 良 資 材 や 消 臭 資 材 、 防 虫 資
材 等 に 用 い ら れ る 炭 化 物 や 酢 液 を 得 る 時 に 、 す べ て 二 次 燃 焼 し て 大 気 中 に 排 出 し て い た 可
燃 性 ガ ス を 再 利 用 し て 他 の エ ネ ル ギ ー に 変 換 し 、 当 該 エ ネ ル ギ ー を 電 気 器 具 や 暖 房 、 乾 燥
ま た は 融 雪 等 に 利 用 す る こ と が で き る 。
し た が っ て 、 本 来 廃 棄 さ れ る 植 物 性 有 機 廃 棄 物 を 再 利 用 し て 各 種 資 材 を 得 る こ と が で き る
上 に 、 電 気 代 や 燃 料 代 を 大 幅 に 削 減 す る こ と が で き 、 し か も 、 化 石 燃 料 を 用 い て い な い の
で 環 境 に 極 め て 良 好 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る と 、 図 １ は 本 発 明 に 係 る 植 物 性 有 機 廃 棄
物 用 炭 化 シ ス テ ム Ｓ （ 以 下 、 「 シ ス テ ム Ｓ 」 と 略 称 す る 。 ） の 模 式 図 で あ る 。
な お 、 本 実 施 例 で は 、 植 物 性 有 機 廃 棄 物 を 籾 殻 と し 、 炭 化 物 を 籾 炭 、 酢 液 を 籾 酢 液 と し て
説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 実 施 例 の シ ス テ ム Ｓ は 、 籾 殻 を 乾 留 し て 籾 炭 ９ Ａ と 籾 酢 液 ９ Ｂ を 製 造 す る 炭 化 炉 １ と 、
炭 化 炉 １ か ら 乾 留 に よ っ て 発 生 す る 可 燃 性 ガ ス を 主 燃 料 と し て 電 気 エ ネ ル ギ ー を 発 生 さ せ
る 発 電 シ ス テ ム ２ と 、 同 じ く 可 燃 性 ガ ス を 主 燃 料 と し て 発 生 し た 熱 エ ネ ル ギ ー に よ り 温 水
ま た は 蒸 気 を 発 生 さ せ る ボ イ ラ ー シ ス テ ム ３ と 、 当 該 ボ イ ラ ー シ ス テ ム ３ で 発 生 さ せ た 温
水 ま た は 蒸 気 を 蓄 え る 蓄 熱 槽 ４ と 、 発 電 シ ス テ ム ２ お よ び ボ イ ラ ー シ ス テ ム ３ で 発 生 し た
排 気 ガ ス を 吸 引 す る 誘 引 フ ァ ン ５ ， ６ と 、 誘 引 フ ァ ン ５ ， ６ で 吸 引 し た 排 気 ガ ス を 排 気 す
る 排 気 塔 ７ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
炭 化 炉 １ は 、 特 公 平 ７ － １ ０ ３ ３ ７ ５ 号 に 記 載 の も の で あ る の で 詳 述 は し な い 。
炭 化 炉 １ に お け る 排 気 管 １ １ と 発 電 シ ス テ ム ２ お よ び ボ イ ラ ー シ ス テ ム ３ と は 配 管 Ｐ １ ，
Ｐ ２ に よ り 連 通 さ れ 、 排 気 管 １ １ か ら 排 出 さ れ る 排 気 ガ ス が 配 管 Ｐ １ を 経 て 発 電 シ ス テ ム
２ に 、 配 管 Ｐ ２ を 経 て ボ イ ラ ー シ ス テ ム ３ に 至 る よ う に し て あ る 。
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ま た 、 炭 化 炉 １ で の 乾 留 に よ り 得 ら れ る 籾 酢 液 に は タ ー ル 分 が 含 ま れ て お り 、 こ の タ ー ル
分 を ボ イ ラ ー シ ス テ ム ３ に 送 り 、 そ の 副 燃 料 と し て 使 用 さ れ る よ う に し て あ る 。
こ の タ ー ル 分 は 、 炭 化 炉 １ か ら 出 る 籾 酢 液 か ら タ ー ル 分 を 分 離 器 ８ で 分 離 さ れ 、 分 離 し た
タ ー ル 分 が 配 管 Ｐ ３ １ に よ っ て 配 管 Ｐ ２ に 送 ら れ る よ う に し て あ る 。 配 管 Ｐ ２ に 送 ら れ た
タ ー ル 分 は 、 配 管 Ｐ ２ 内 の 可 燃 性 ガ ス と 混 合 さ れ て ボ イ ラ ー シ ス テ ム ３ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
発 電 シ ス テ ム ２ は 、 可 燃 性 ガ ス に よ り 作 動 す る よ う に 備 え た 発 電 機 ２ １ を 有 し て い る 。
ま た 、 発 電 機 ２ １ の 上 流 に は 、 配 管 Ｐ １ で 連 通 さ れ 、 可 燃 性 ガ ス を 冷 却 ・ 清 浄 す る 冷 却 清
浄 器 ２ ２ と 、 こ の 冷 却 清 浄 器 ２ ２ で 冷 却 清 浄 さ れ た 可 燃 性 ガ ス を 蓄 え る タ ン ク ２ ３ と 、 タ
ン ク ２ ３ 内 の ガ ス を さ ら に 清 浄 す る 清 浄 器 ２ ４ と 、 可 燃 性 ガ ス を 発 電 機 ２ １ に 供 給 す る た
め の ポ ン プ ２ ５ を 有 し て い る 。
冷 却 清 浄 器 ２ ２ 、 タ ン ク ２ ３ 、 清 浄 器 ２ ４ 、 ポ ン プ ２ ５ 、 発 電 機 ２ １ は 配 管 Ｐ １ １ に よ り
連 通 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
冷 却 清 浄 器 ２ ２ で 可 燃 性 ガ ス が 清 浄 さ れ る と 、 そ の 副 産 物 と し て タ ー ル 分 が 得 ら れ 、 こ の
タ ー ル 分 は 、 前 記 籾 酢 液 に 含 ま れ る タ ー ル 分 同 様 ボ イ ラ ー シ ス テ ム ３ の 副 燃 料 と な る 。
冷 却 清 浄 器 ２ ２ か ら の タ ー ル 分 は 、 配 管 Ｐ ３ ２ に よ り 配 管 Ｐ ２ に 送 ら れ る 。
配 管 Ｐ ２ に 送 ら れ た タ ー ル 分 は 、 配 管 Ｐ ２ 内 の 可 燃 性 ガ ス と 混 合 さ れ て ボ イ ラ ー シ ス テ ム
３ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
符 号 ２ ６ は 熱 交 換 器 で あ り 、 発 電 機 ２ １ の 作 動 に よ り 排 出 さ れ る 高 温 の 排 気 ガ ス を 熱 エ ネ
ル ギ ー と し て 温 水 ま た は 蒸 気 を 発 生 さ せ る も の で あ る 。
熱 交 換 器 ２ ６ は 、 前 記 蓄 熱 槽 ４ と 配 管 Ｐ ４ で 連 通 さ れ て お り 、 温 水 ま た は 蒸 気 を 蓄 熱 槽 ４
に 供 給 す る よ う に し て あ る 。
発 電 機 ２ １ 、 熱 交 換 器 ２ ６ 、 誘 引 フ ァ ン ５ 、 排 気 塔 ７ は 、 配 管 Ｐ １ ２ に よ っ て 連 通 さ れ 、
こ こ で の 排 気 ガ ス は 、 誘 引 フ ァ ン ５ に よ り 吸 引 さ れ る こ と に よ っ て 熱 交 換 器 ２ ６ を 通 り 、
誘 引 フ ァ ン ５ を 介 し て 排 気 塔 ７ か ら 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ボ イ ラ ー シ ス テ ム ３ は 、 排 気 管 １ １ と 配 管 Ｐ ２ で 連 通 さ れ た 燃 焼 炉 ３ １ と 、 燃 焼 炉 ３ １ 内
に 供 給 さ れ た 可 燃 性 ガ ス の 燃 焼 を 補 助 す る 補 助 バ ー ナ ー ３ ２ と 、 補 助 バ ー ナ ー に 燃 料 を 供
給 す る 燃 料 タ ン ク ３ ３ と 、 燃 焼 炉 ３ １ で の 燃 焼 に よ り 排 出 さ れ る 高 温 の 排 気 ガ ス を 熱 エ ネ
ル ギ ー と し て 温 水 ま た は 蒸 気 を 発 生 さ せ る 熱 交 換 器 ３ ４ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
熱 交 換 器 ３ ４ は 、 前 記 蓄 熱 槽 ４ と 配 管 Ｐ ５ で 連 通 さ れ て お り 、 温 水 ま た は 蒸 気 を 蓄 熱 槽 ４
に 供 給 す る よ う に し て あ る 。
燃 焼 炉 ３ １ 、 熱 交 換 器 ３ ４ 、 誘 引 フ ァ ン ６ 、 排 気 塔 ７ は 、 配 管 Ｐ ２ １ に よ っ て 連 通 さ れ 、
こ こ で の 排 気 ガ ス は 、 誘 引 フ ァ ン ６ に よ り 吸 引 さ れ る こ と に よ っ て 熱 交 換 器 ３ ４ を 通 り 、
誘 引 フ ァ ン ６ を 介 し て 排 気 塔 ７ か ら 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 実 施 例 の シ ス テ ム Ｓ に よ れ ば 、 炭 化 炉 １ に 籾 殻 を 供 給 し 、 こ れ を 乾 留 す る こ と で 籾 炭 ９
Ａ と 籾 酢 液 ９ Ｂ が 作 出 さ れ る 。
乾 留 に よ り 発 生 す る 可 燃 性 ガ ス は 主 燃 料 と し て 発 電 シ ス テ ム ２ お よ び ボ イ ラ ー シ ス テ ム ３
に 送 ら れ る 。
ま た 、 籾 酢 液 ９ Ｂ に 含 ま れ る タ ー ル 分 と 可 燃 性 ガ ス に 含 ま れ る タ ー ル 分 は 副 燃 料 と し て ボ
イ ラ ー シ ス テ ム ３ に 送 ら れ る 。
発 電 シ ス テ ム ２ で は 可 燃 性 ガ ス に よ り 発 電 機 ２ １ が 作 動 し て 電 気 エ ネ ル ギ ー が 作 ら れ る と
と も に 、 可 燃 性 ガ ス の 燃 焼 に よ り 発 生 す る 高 温 の 排 気 ガ ス に よ る 熱 エ ネ ル ギ ー が 作 ら れ る
。
ボ イ ラ ー シ ス テ ム ３ で は 可 燃 性 ガ ス お よ び タ ー ル 分 の 燃 焼 に よ り 発 生 す る 高 温 の 排 気 ガ ス
に よ る 熱 エ ネ ル ギ ー が 作 ら れ る 。
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発 電 シ ス テ ム ２ で 作 ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー は 、 各 種 電 気 器 具 の 作 動 に 用 い ら れ 、 発 電 シ ス
テ ム ２ お よ び ボ イ ラ ー シ ス テ ム ３ で 作 ら れ た 熱 エ ネ ル ギ ー は 、 熱 交 換 器 ２ ６ ， ３ ４ を 介 し
て 温 水 ま た は 蒸 気 を 作 っ て 蓄 熱 槽 ４ に 蓄 え ら れ 、 こ の 温 水 ま た は 蒸 気 が 暖 房 、 乾 燥 、 融 雪
等 に 用 い ら れ る 。
発 電 シ ス テ ム ２ お よ び ボ イ ラ ー シ ス テ ム ３ で 発 生 す る 排 気 ガ ス は 、 誘 引 フ ァ ン ５ ， ６ に よ
っ て 熱 交 換 器 ２ ６ ， ３ ４ を 通 っ て 排 気 塔 ７ か ら 排 気 さ れ る 。
し た が っ て 、 本 実 施 例 の シ ス テ ム Ｓ は 、 廃 棄 さ れ る 籾 殻 を 再 利 用 し て 籾 炭 ９ Ａ お よ び 籾 酢
液 ９ Ｂ を 得 る こ と が で き る 上 に 、 電 気 エ ネ ル ギ ー お よ び 熱 エ ネ ル ギ ー を 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
な お 、 本 実 施 例 で は 、 電 気 エ ネ ル ギ ー を 得 る た め の 発 電 シ ス テ ム と 、 熱 エ ネ ル ギ ー を 得 る
た め の ボ イ ラ ー シ ス テ ム を 備 え た シ ス テ ム と し て 例 示 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 す る も
の で は な く 、 発 電 シ ス テ ム と ボ イ ラ ー シ ス テ ム い ず れ か 一 方 を 備 え た シ ス テ ム も 包 含 す る
。
ま た 、 本 実 施 例 で は 、 タ ー ル 分 を 熱 エ ネ ル ギ ー を 得 る た め の 副 燃 料 と す る こ と を 例 示 し た
が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 す る も の で は な く 、 タ ー ル 分 を 用 い ず に 可 燃 性 ガ ス の み で 熱 エ ネ
ル ギ ー を 得 る シ ス テ ム も 包 含 す る 。
ま た 、 炭 化 炉 の 構 造 に つ い て は 、 本 実 施 例 で は 特 公 平 ７ － １ ０ ３ ３ ７ ５ 号 公 報 に 記 載 の も
の と し て 例 示 し た が 、 本 発 明 で は 炭 化 炉 の 構 成 に つ い て 限 定 す る も の で は な く 、 植 物 性 有
機 廃 棄 物 か ら 乾 留 に よ り 炭 化 物 お よ び ／ ま た は 酢 液 を 得 ら れ る 構 造 の も の を す べ て 包 含 す
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 植 物 性 有 機 廃 棄 物 の 炭 化 シ ス テ ム の 模 式 図 。
【 符 号 の 説 明 】
Ｓ ： 植 物 性 有 機 廃 棄 物 用 炭 化 シ ス テ ム
１ ： 炭 化 炉
２ ： 発 電 シ ス テ ム
３ ： ボ イ ラ ー シ ス テ ム
４ ： 蓄 熱 槽
９ Ａ ： 籾 炭 （ 炭 化 物 ）
９ Ｂ ： 酢 液
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【 図 １ 】
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